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河東 碧梧桐（かわひがし へきごとう）

資 料

短冊 『酔うて もたれて 正月の屏風 碧』（絹本）

・大正７年に詠まれた自由律俳句。『八年間 碧梧桐句集』（玄同社

１９２３）所収。

作 者

１８７３（明治６）．２．２６－１９３７（昭和１２）．２．１

愛媛県松山市生まれ。

同級生の高浜虚子とともに正岡子規から俳句の指導を受

ける。子規の没後、新聞「日本」の俳句欄の選者を引継ぐ。

明治３８年頃から新傾向俳句運動をおこし、季題と定型に

とらわれない自由律俳句を詠む。
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